
配給：ジャパン・スローシネマ・ネットワーク、マンシーズエンターテインメント　

協賛：トラジ　東京福祉大学
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（マンシーズエンターテインメント、ジャパン・スローシネマ・ネットワーク、中央映画貿易、朝日新聞社、インジェスター）　

1.18.sun豊川保育園70周年上映会

社会福祉法人 豊川保育園 70周年記念上映会

社会福祉法人 豊川保育園 70周年記念上映会

2026 年１月 18日（日）　9：30開場　上映時間 120分
北区立明桜中学校体育館　70周年企画参加費：1,000 円

スケジュール予定　（企画段階のため多少内容に変更があるかもしれません）
  9:30 開場　明桜中体育館にて 9:45オープニングと 10:00映画「あの日のオルガン」上映

12:00 映画上映後は豊川保育園またはとしま みつばち保育園へ移動をお願いいたしま
す。体育館は後片付けのため閉鎖します。

12:00 開場　としま みつばち保育園にて軽食と歓談（中学生以上対象）　15：00 終了予定
10:00 開場　豊川保育園にて 70 年の歩み資料展示と保育園映画（佐藤真監督）上映

入場無料。お子様も入場できます。15：00 終了予定
佐藤真監督 保育園映画：保育園の日曜日（20分）／女神様からの手紙（30分）



ご家族と千葉県船橋市在住。
戦争当時は、戸越小学校の近く（品川区豊町）にお住まいでした。
疎開保育所では６歳年長組。
戦後は、幼稚園教諭として長年ご勤務され、現在も子育てに関わる活動を続けられています。

小倉みどりさん（旧姓野口）PROFILE

本作品は、太平洋戦争末期、「疎開保育はできます！」一人の若い保母の言葉が父母を動かし、
空襲が日増しに激しさを増す東京から、埼玉の平野村（現蓮田市）へ
園児の集団疎開を敢行した事実を映画化したものです。全国で初めてであり、保母は全員20代でした。
2019年2月、全国上映がスタート、その後各地で自主上映会が展開されています。
私たちがぜひこの北区で上映を！と思い立ったのには理由があります。
戦火を生き延びた保育士たちは、戦後、各地で青空保育から出発し、全力で保育に邁進しました。
北区でも豊川保育園、神谷保育園、クラブ保育園が誕生しました。
厳しい疎開保育の体験が平和の時を得て、花開いたといっても過言ではありません。
今なお、世界では紛争や災害が止まず、緊急支援を必要としている子どもたちが後を絶ちません。
それらに直面した時、私たちはどうそれに立ち向かうのだろうか？
この映画は過去を乗り越え、これからの私たちに問いかけます。
一人でも多くの方に観ていただき、この上映会を成功させることで、
彼女たちの大きな平和への意思を受け継いでいきたいと思っています。

映画「あの日のオルガン」北区上映に寄せて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監督　平松恵美子

　疎開保育についてのルポルタージュを初めて読んだのは、2014年のことでした。その時の驚きをいまだに

忘れません。二十代の青春真っ盛りの若い保母たちが、幼い子どもたちを空襲の惨禍から守るためだけに、

年長の親御さんを説得して決行した事実。彼女たちの情熱。意気込み。そしてそうさせた戦争というもの。

　保母たちが成し遂げた疎開保育を若い出演者や子どもたちとワアワア言いながら作ったのが『あの日の

オルガン』という映画です。

　疎開保育を牽引した保母の一人、畑谷光代先生が戦後創立した豊川保育園のある北区で上映いただけ

ることを嬉しく思っています。そして、ここから保育・命・平和へと語り合いが広がればと心から願います。
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絶賛発売中！！
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戸田恵梨香さん、朝のヒロインに！！ ２０１９年度前期の朝の連
続テレビ小説には、大原櫻
子さん、福地桃子さんが出
演、後期には「怒りの乙女
」こと、主演の板倉楓役の
戸田恵梨香さんが『スカー
レット』のヒロインに抜擢！
毎朝お茶の間でお姿を拝
見できますね！

主催：映画「あの日のオルガン」北区上映会実行委員会

　後年、畑谷先生がご自身の手記に、私たち６人が小学校に上がった喜びを記してくださっています。親と別れている６人と、
小学校の入学式に出席した帰り道、こんなにおめでたく嬉しいことはないと感じたと。私も、先生が心から喜んで私たちと一
緒にはしゃいでくれたことを覚えています。その明るさでいつも照らしてくれたおかげで、私たち子どもが希望を持って学校に
行けたのです。
自分自身が親になり、子どもや孫が学齢に達しランドセルを背負っている姿を見て、こんなに嬉しいものなのかと思いました。疎
開先で入学した私たちの親にはなかった経験です。そもそも、あの当時、ランドセルってあったのかしら。もしかしたらランドセル

ではなかったかもしれません。
　私は不思議と、お寺の庭で無心に遊んだことなどを楽しく覚えています。戸越保育所は教育
方針をしっかり確立していて、おそらくは３６５日ちゃんと保育計画があったのだと思います。そ
れでも、子どもらしく夢中になってお寺の土をほじくり続けたり虫と遊んだり、なんの憂いもなく無心になれる
時間がありました。防空壕のなかでも紙芝居や人形劇を見ていました。あのような時代にも関わらず、子ども
らしく安心していられたこと、それは先生方がそれはもう必死で子ども達を守り、人間らしい生活のために尽
くしてくださったおかげです。

　
　５３人の子どもたちを一人も死なせないという覚悟で、１９歳から２7歳の先生たちが自分の青春をなげうって守ってくれました。温かく
つつんでくれました。畑谷先生の、お父様、お母様も空襲でお亡くなりになりました。２０代の若い先生が、両親を亡くしても、すぐに蓮
田へ戻ってきてくれた。子ども達のためにです。
　ですから私は、幼稚園の先生になりました。
大人になって幼稚園で働き、当時の先生方へ改めて感謝の念がわいてきます。
そして、いま子育てで行き詰っている親子や、つらい目にあっている子ども達を守りたいし、このようなお話を伝えていきたいと感じます。
　　　　　　　　　　（談話の一部抜粋　　令和元年９月４日大井町にて、（聞き手は品川区実行委員会事務局　小俣事務局長）

元疎開保育園児　小倉みどり（旧姓野口）さんが語る当時の思い出
～先生は、晴れやかな太陽のような存在でした～
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小倉さんが当時に思いを馳せて作られた５センチほどの可愛いランドセル園舎は動かなくなったバスを払い下げてもらった。
毎日たくさんの子どもたちが
青空保育に集まってきた。

さいたま県にそかいして
２回空しゅうがきて、

園舎は動かなくなったバスを払い下げてもらった。
毎日たくさんの子どもたちが


